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要 旨  
電気電子・情報通信研究の国際的発展を総合的に分析するため、工学系で世界最大の学
術出版を行う学協会 IEEE（電気電子技術者協会）の出版物を網羅的に分析した。1980
年から 2008 年に IEEE が出版した定期刊行物とカンファレンス・プロシーディングに
掲載の 150 万件余の文献データをもとに、第一著者の国・地域別文献数の推移から、領
域別・国別研究動向を分析した。近年 IEEE は、定期刊行物文献数シェアで北米・欧州・
東アジアが拮抗する 3 極構造の国際学会になっている。2002 年以降中国開催のカンフ
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ABSTRACT  
This study aims to identify the global expansion of research activities in the fields of electric 
electronic and information communication. For quantitative and collective bibliometric 
analyses, we investigated the Institute of Electrical and Electronics Engineering (IEEE), the 
world’s largest professional association as well as the largest publisher in engineering. We 
analyzed IEEE publications for the period from 1980 to 2008 using the metadata from Inspec, 
of which data consists of more than 355,000 periodical articles and 1,148,000 conference 
proceeding articles. The number of periodical articles published from 1980 to 2008 
increased fourfold. The proportion of periodical articles originating in North America, 
Europe, and East Asia is well balanced, forming a tripolar structure in IEEE technological 
activities.More surprisingly, the number of conference proceedings articles has increased 
more than tenfold since 1988. Especially, the number of conference proceedings articles 
from China has been increasing dramatically since 2002 and exceeded that from the USA in 
2008. Our analyses reveal that IEEE technical and publishing activities have been expanded 
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大の学協会である IEEE（“The Institute of Electrical and Electronics Engineering, 
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IEEE 定期刊行物における電気電子・情報通信分野の領域別動向  


















（1） 世界最大の学協会としての IEEE 
IEEE とは、"The Institute of Electrical and Electronics Engineers, Inc." （以下 IEEE と
いう）という電気電子・情報通信に幅広く関連する分野の専門家・技術者のための学協会
（Professional Association）である。IEEEは、1884年設立のアメリカ電気学会（The American 
Institute of Electrical Engineers：AIEE）と 1912 年設立の無線学会（the Institute of Radio 
Engineers ：IRE）が 1963 年に合併して誕生した学協会であり、125 年以上の歴史を持つ。















の 1/3 近くを占めていることになる。これには、IEEE が米国光学会（Optical Society of 
America (OSA)）など他学会の学術文献の出版を扱っていることも大きく影響している。例
えば、IEEE が運営するオンラインの文献データベース IEEE Xplore では、2009 年から米国
















 第 1 章では、本調査の目的・IEEE の概要・分析対象・データ等について記す。第 2 章で
は、1980 年から 2008 年の約 30 年間の IEEE 定期刊行物とカンファレンス・プロシーディ
ング（以下、プロシーディングという）の出版概況を示し、出版事業の拡大と電気電子・情
報通信研究の国際的発展という 2 つの側面から考察する。 
続く第 3 章・第 4 章では、電気電子・情報通信研究の領域別のトレンドの変遷を示す。第
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1.3  IEEE出版物の種類と分析データ 
 
本調査では、工学系の学術出版の動向と電気電子・情報通信分野の研究活動の国際的な展開





図表 1 本調査資料で用いる IEEEの出版物の分類・定義 
IEEE出版物 IEEEの区分 刊行物名称 内　訳 文献データ








































の掲載文献である。IEEE の出版物は、今回分析対象の 2 種類の出版物以外には、技術標準化
で世界に大きな影響を与える IEEE 規格、書籍・トレーニングコースなどもあるが、データ件
数では、今回分析対象とした 2 種類の文献で 9 割以上を占める（巻末 参考資料Ⅰ参照）。 
 
本調査における分析は、IEEE のデータベース IEEEXplore の示す IEEE の出版物の区分・









スペーパ （ーConference Paper）に関して、1980 年から 2008 年にかけての第一著者の所属
組織の国・地域別文献数データをそれぞれ作成した。（以下、ペーパー及びカンファレンス
ペーパーを、卖に文献、カンファレンス・プロシーディングを、プロシーディングという）
これら作成した 2 種類のデータの概要は、図表 2 に示すとおりである。 
 































355,891    
件 
 
延べ 141ヵ国・地域 より 
 
（定期刊行物 内訳） 
トランザクション 114 誌 
ジャーナル    18 誌 















































2.  IEEE の出版概況：定期刊行物とプロシーディングの比較 
 
2.1  過去約３０年間（1980～2008年）の出版物の推移 
 
本章では、1980 年から 2008 年の約 30 年間の IEEE 定期刊行物とプロシーディングの量
的拡大とその質的変化を概観し、IEEE の出版事業の拡大と電気電子・情報通信研究の国際
的発展の 2 つの側面から考察する。 
 
図表 3 には、1980 年から 2008 年の IEEE が発行した出版物、すなわち、定期刊行物とプ
ロシーディングの冊数、および、それらに掲載された論文等の文献数の推移を示す。 
以降では、IEEE のデータベース IEEE Xplore で全文掲載が保証され、正確な文献データ掲
載状況が検証できる最初の年となっている 1988 年を基準に文献数の推移を考える。 
 
図表 3 ではプロシーディングの冊数・文献数の増加が非常に目立つ。プロシーディングの冊
数は、2008 年には 600 を越え、約 30 年間で 7 倍以上に増加している。その掲載文献数は、1988
年の 10,000 件をやや超す程度から、2008 年には約 140,000 件と、10 倍以上に増加している。
また、定期刊行物の出版誌数も、50 誌程度から約 150 誌へと約 3 倍に増加した。その掲載文
献数も約 5,000 件から約 20,000 件へと約 4 倍に増加している。プロシーディング及び定期刊
行物ともに、1992 年以降の 5 年間と 2002 年以降の 5 年間に出版冊数とその掲載文献数が急激
に伸びている時期が共通してみられる。 
 












図表 3 IEEEにおける出版物数の推移（1980-2008年） 





























































































2.2  IEEEへの世界各国（地域）の研究成果の発表状況 
 







文献掲載国数は、1980 年代初頭には定期刊行物およびプロシーディングともに約 50 カ国程
度であった。1990 年末になると両者の文献掲載国数はともに増加を始め、定期刊行物は 90 カ






























 図表 4 文献数と掲載国・地域数 
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conference: number of countries and regions





2.3  定期刊行物の動向 
 
2.3.1  定期刊行物の文献数の国・地域別推移 
 
図表 5 は、2008 年における上位 30 カ国（以下上位国という）の 1980 年から 2008 年にか
けての IEEE 定期刊行物に掲載の国別文献数の推移を示す。定期刊行物の国別文献数のトレン
ドは前報告[１][２]でも概観したが、ここでは対象年範囲を前 2 報より約 10 年拡張し、1980
年から 2008 年の約 30 年間にわたる動向変化を示している。 
  
 上位国では一時的な減尐が見られる場合はあるが、ほとんどの国では、基本的に定期刊行物





2002 年以降、ほぼ幾何級数的に伸びており、2006 年には日本を抜き世界 2 位となった。 
 多くの国において 2002 年以降文献数の伸びが急になる傾向があるなか、特に、順位が 4～
10 位前後の上位国の伸びが目立つ。特にカナダをはじめ、台湾・英国・韓国・イタリアは、文
献数を着実に伸ばしており、世界のなかで 3 位集団を形成しつつある。 
 3 位集団に続くのが、10 位前後で活躍が目立つ国の集団である。これは、伝統的に文献数を
維持してきたフランスやドイツと、2000 年代に伸びたスペインやシンガポールといった国々









日本は、2000 年代前半までは米国に次ぎ各国を頭一つ上回る文献数で、長く 2 位を保って
きた。特に 1980 年代には日米の 2 国が競い合う状況であった。しかし、1999 年と 2005 年に
一時的には伸びがみられるが、長期的にみれば 1990 年代以降文献数は横ばい傾向である。こ
の傾向は、他国と差異が際立つ。特に日本は 2008 年には、中国の他、台湾、カナダ、韓国に





トレンドと比較しながら IEEEのなかで起きた研究活動の国際的な変化について議論していく。  
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                   （年）  
01.米国 02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 08.英国 
09.フランス 10.ドイツ 10.西ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 19.ベルギー 
20.スウェーデン 21.イスラエル 22.フィンランド 23.トルコ 
24.ポーランド 25.イラン 26.ポルトガル 27.ノルウェー 











































の他の地域での IEEE における研究活動はまだわずかな状況である。 
 
この年次推移から、東アジアの 5 ヵ国・地域が世界における存在感を著しく高めていること
がわかる。米国のシェアは、かつての 6 割から 3 割以下へと約半分になっている。一方、シン
ガポールを含めた東アジアはシェアを急激に伸ばし、5 ヵ国・地域でEU27 全体と同等の水準
になっている。 
1990 年代初頭の IEEE 文献数の世界のシェアで、日米の 2 国に他の欧州諸国がまとまって






の 2008 年でも世界シェアでは 10%に満たない状況であり、世界全体で研究が増加している中









などが加わりグローバルな 3 極構造に発展した、とみなすことができるだろう。 
  
【 IEEEの国際的展開のフェーズ 】 
①1980年代前半：北米中心の学会（米国・カナダ） 
②1980年代後半：日米 2 国が目立つ時代 
③1990年代  ：急速な国際化の進展（欧州、台湾・韓国の急伸） 
④2000年代  ：香港返還後の中国の急速進展と、東アジア・欧州・北米の３極構造化  





図表 6  IEEEの３極構造化：文献数シェアの地域別推移(1980-2008年) 
 
 
※ EU27 については、現加盟 27 ヵ国を過去に卖純に遡及して集計。 
  
米国 






















2.4  プロシーディングの動向 
 
2.4.1  プロシーディングの文献数の国・地域別推移 
 
図表 7 は、1980 年から 2008 年の約 30 年間に、IEEE が発行したプロシーディングの国
別文献数のうち、上位国の推移を示したものである。全体的に、1990 年代から一貫して増加








米国と日本が 1 位と 2 位を維持するという形が 1980 年以降一貫して続いてきた。 
 













図表 7 プロシーディングの国別文献数推移 
〔文献数〕 
 
〔文献数詳細（中国・米国・日本以外）〕  （1988～2008年） 
 

































































図表 8 国別カンファレンス開催数 
 












1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008
01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10.ドイツ 10.西ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 
18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 
21.イスラエル 22.フィンランド 23.トルコ 
24.ポーランド 25.イラン 26.ポルトガル 

















図表 9 世界の地域別カンファレンス開催数 














1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008
カンファレンス数 
年 
1.1 東アジア 1.2 東单アジア(ASEAN)含む 
1.3 单アジア（インド）含む 2. 北米 
3. 中单米 4.1 欧州（EU） 
4.2 欧州（その他） 4.3 その他（旧ソ連・東欧） 









2.5  IEEEの国際化・グローバル化 
 































6 で示した北米中心の学会から北米・欧州・東アジアのグローバルな 3 極構造へと変化した 4































1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008
HHI 国・地域数 
conference: number of countries and regions





 カンファレンス HHI 

































2.6  上位６カ国文献数推移の比較分析 
 























2.6.2  上位 6 ヵ国文献種類別文献数推移 
（1） 定期刊行物の国別文献数とプロシーディングの国別文献数 













図表 11 2008年の上位 6カ国（地域）における文献数推移 
 
         １位  米 国       ２位   中 国 
（定期刊行物文献数）         （プロシーディング文献数） （定期刊行物文献数）         （プロシーディング文献数） 
  
       ３位   台 湾      ４位   カナダ 
（定期刊行物文献数）         （プロシーディング文献数） （定期刊行物文献数）         （プロシーディング文献数） 
  
        ５位   韓   国          ６位  日  本 

































































































































































































1988年 1990年 1992年 1994年 1996年 1998年 2000年 2002年 2004年 2006年 2008年 
01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
26 
 





































1 位との差は大きいとはいえ、2006 年以降中国は米国に次ぐ 2 位となっている。  
27 
 
図表 13 マガジン文献数の推移 
（文献数） 
 











01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10.ドイツ 10.西ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 
18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 
21.イスラエル 22.フィンランド 23.トルコ 
24.ポーランド 25.イラン 26.ポルトガル 
27.ノルウェー 28.ロシア 28旧ソ連 
























図表 14 には、IEEE の研究活動にとってのマガジン文献数増加の意味を考えるため、2008
年の上位 6 カ国について、定期刊行物全体の文献数の中で IEEE のマガジン文献数の占める












図表 14 マガジン文献数／定期刊行物文献数の比の推移 
 










1980 1982 1984 1986 1988 1990 1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008
01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
29 
 



































2.7  ２章のまとめ 
 
本章では、前 2 報に対し分析対象にプロシーディングを含め、また対象範囲も約 10 年拡大














プロシーディング掲載文献数は、1988 年の 1 万件超から 2008 年に約 14 万件と 10 倍以上
に増加した。プロシーディング掲載国数は一貫して増加し、近年は140カ国以上になっている。 
国別文献数は、米国と日本の 2 国が牽引するという形が 1980 年代以降長く続いてきたが、






定期刊行物の出版数は、50 誌程度から 150 誌と約 3 倍になり、掲載文献数も約 5 千件から
約 2 万件へと約 4 倍に増加した。文献掲載国数も 1980 年代初頭の約 50 カ国程度から一時的な
増減を経て 100 ヵ国程度にまで増加した。定期刊行物でも、同様に中国の文献数が 2002 年以
降に急激に伸び、2006 年に日本を抜き米国に次ぐ世界 2 位となった。 
現在は、米中２国にカナダ・台湾・英国・韓国・イタリアが世界のなかで 3 位集団を形成し




IEEE では、定期刊行物文献数で北米・欧州・東アジアの 3 地域のシェアがほぼ 30％程度で
拮抗する状況になっており、３極構造の国際学会になっている。この IEEE の国際的展開に最
も影響を与えた国は、1980 年代末から 1990 年代初頭にかけての日本と香港返還以降の 2000














 （a）カンファレンスを足がかりに今後成長が予想される BRICs諸国等の新興国 































3.  研究領域の全体動向 
 
3.1  定期刊行物における研究領域の動向 
 












図表 15 は、定期刊行物のソサエティ別の文献数を 2 年移動平均のグラフで表したものであ
る。これから IEEE において中心となる研究領域の変遷がよくわかる。IEEE における専門領
域別の変化は、要約すると、1990 年代には電気電子分野が中心であったのに対し、2000 年代
に入ると情報通信分野を中心として文献数が増えている。今回の調査では 1980 年から 2008




























































3.1.2  主要ソサエティ（情報・通信・信号処理・電子デバイス）の特徴 
 
図表 16 は、過去 20 年間で最も発展した４領域、すなわち、コンピュータ （ー情報）・通信・
信号処理・電子デバイスの 4 つの領域の関連文献数の推移を示している。これは、IEEE で関














































IEEE Signal Processing Magazine
IEEE Signal Processing Letters
IEEE Transactions on Speech and Audio Processing
IEEE Transactions on Acoustics, Speech and Signal Processing
IEEE Wireless Communications
IEEE Transactions on Information Forensics and Security
IEEE Journal of  Selected Topics in Signal Processing
IEEE Transactions on Multimedia
IEEE Transactions on Audio, Speech and Language Processing
IEEE Transactions on Medical Imaging
IEEE Transactions on Image Processing
IEEE Transactions on Signal Processing
IEEE Transactions on Wireless Communications






















IEEE Computer Architecture Letters
IEEE Parallel & Distributed Technology: Systems & Applications
IEEE Concurrency
IEEE Computational Science and Engineering
IEEE Distributed Systems Online
IEEE Pervasive Computing
IEEE Annals of  the History of  Computing








IEEE Computer Graphics and Applications
IEEE Sof tware
Computer
IEEE Transactions on Haptics
IEEE Transactions on Services Computing
IEEE Transactions on Dependable and Secure Computing
IEEE Transactions on Learning Technologies
IEEE Transactions on Industrial Informatics
IEEE Transactions on Nanobioscience
IEEE Transactions on Sof tware Engineering
IEEE/ACM Transactions on Computational Biology and Bioinformatics
IEEE Transactions on Information Technology in Biomedicine
IEEE Transactions on Mobile Computing
IEEE/ACM Transactions on Networking
IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems
IEEE Transactions on Knowledge and Data Engineering
IEEE Transactions on Computers
IEEE Transactions on Multimedia
IEEE Transactions on Visualization and Computer Graphics
IEEE Transactions on Very Large Scale Integration (VLSI) Systems








IEEE Applications & Practice
IEEE LCS
IEEE LTS






IEEE Transactions on Network and Service Management
IEEE Transactions on Professional Communication
IEEE/ACM Transactions on Networking
IEEE Transactions on Multimedia
IEEE Journal on Selected Areas in Communications
IEEE Transactions on Communications
Journal of Lightwave Technology











IEEE Circuits and Devices Magazine
IEEE Electron Device Letters
Journal of Display Technology
IEEE Transactions on Device and Materials Reliability
IEEE Transactions on Semiconductor Manufacturing
Journal of Microelectromechanical Systems
Journal of Lightwave Technology












































図表 17 米国の主要なソサエティのトランザクション文献数推移（1980-2008年） 
 
 
※ IEEE Xplore にある個別出版物の説明にある publisher の欄によって分類を作成。 
※ ソサエティ別の文献数にはソサエティが参加しているテクニカル・カウンシル関連のトランザクショ
















































































































































































































































































































IEEE Signal Processing Society
IEEE Electron Devices Society
IEEE Nuclear and Plasma Sciences Society
IEEE Transactions on Nuclear Science
IEEE Magnetics Society
IEEE Transactions on Applied Superconductivity
38 
 
3.2  プロシーディング数における領域別動向 
 
図表 18 は、IEEE Xplore にある研究領域の分類に基づき、研究領域別のカンファレンスの
開催状況について関連するプロシーディング冊数の推移によって示したものである。 
IEEE Xplore では、1987 年以前については文献の完全掲載が保証されていないため、ここ








である。1988 年を基準に考えると、前者は、85 冊未満から 762 冊と約 9 倍近く伸び、後者は、
49 冊から 508 冊と 10 倍以上に伸びている。 
 
この他、1990 年代から 2000 年代初めには、電子デバイス・回路関連のプロシーディング数











図表 18 プロシーディング数の推移（1988～2009年） 
 
 































































































































































































から 762 冊と約 9 倍近く伸び、通信関連分野では、49 冊から 508 冊と 10 倍以上伸びている。
定期刊行物でも、IEEE の各ソサエティにおける領域別のいずれもが増加傾向にあるが、2002
年以降は、情報・通信・信号処理など情報通信関連の領域が相互に関連しながら急激に 1.５倍
























































4.  研究領域別のプロシーディングと定期刊行物との比較分析 
 









IEEE において 2000 年代以降に研究が最も活発化している情報通信系 3 領域（コンピュータ















図表 19 比較分析の対象ソサエティ 
2000年代に IEEE において 
主役となったソサエティ 

























4.2  情報通信関連領域の比較分析 
 
4.2.1  コンピューターソサエティ 
 
（1）コンピューターソサエティの分析対象 
コンピューターソサエティは 50,000 人を超す会員数がいる IEEE で最大のソサエティで
ある。コンピューターソサエティは、コンピューターに関してソフトウェアとハードウェア
の双方の幅広い情報分野全体を研究活動の対象にしている。また、米国機械学会（ACM：










図表 20 コンピューターソサエティの主なカンファレンスとトランザクション 




IEEE Symposium on · Foundations 
of Computer Science  





International Conference on Parallel 
and Distributed Systems  





ICSE :  
International Conference on 
Software Engineering 






IEEE International Conference on 
Data Engineering 





IEEE Conference on Computer 
Vision and Pattern Recognition 
IEEE Transactions on Pattern Analysis 








てコンピューターの数理的な基礎原理を扱う Symposium on Foundations of Computer 
Science（FOCS）の国別文献数の推移を示す。 
詳細に見ると、カンファレンスでは、イスラエルの存在感が高いことが特徴的である。イ













図表 22 には、分散処理に関する主要なカンファレンスのひとつである International 
Conference on Parallel and Distributed Systems (ICPADS)と、誌名からほぼ等しいスコー


















図表 21 コンピューターの基礎・原理及び総論の研究領域の比較 
 















































































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10（旧西ドイツ） 
10.ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 





























































































































































図表 22 分散処理の研究領域の比較 
カンファレンス ICPADS: International conference on Parallel and Distributes Systems 
 





























































01.米国 02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 08.英国 
09.フランス 10（旧西ドイツ） 10.ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 19.ベルギー 


































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10.ドイツ 
10.西ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 






図表 23 に、ソフトウェア関連の International Conference on Software Engineering 














図表 24 に、データエンジニアリングの研究領域の主要カンファレンスである IEEE 
International Conference on Data Engineering (ICDE)とこれに対応するトランザクション












ファレンスである IEEE Conference on Computer Vision and Pattern Recognition(CVPR)と、
これに対応するトランザクションである IEEE Transactions on Pattern Analysis and 
Machine Intelligence 誌の国別文献数の推移を示す。このトランザクションは、IEEE コンピ
ューターソサエティのなかで、インパクトファクターが最も高い学術誌のひとつであることが
知られている。また、この領域は、元来軍事関連技術の研究が中心の領域だった経緯がある。 







図表 23 ソフトウェアエンジニアリングの研究領域の比較 
 
カンファレンス ICSE：International Conference on Software Engineering 
 

































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10（旧西ドイツ） 
10.ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 






































































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10.ドイツ 
10.西ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 






図表 24 データエンジニアリングの研究領域の比較 
 
カンファレンス ICDE: International Conference on Data Engineering 
 



















































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10（旧西ドイツ） 
10.ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 







































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 05.韓国 
06.日本 07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10.ドイツ 10.西ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 16.ギリシャ 
17.スイス 18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 






図表 25 画像処理関係の研究領域の比較 
 
カンファレンス CVPR: Computer Vision and Pattern Recognition 
 







































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10（旧西ドイツ） 
10.ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 












































































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10.ドイツ 
10.西ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 






























4.2.2  通信ソサエティ 
通信関連の幅広い技術を扱う通信ソサエティにおける伝統のある主要カンファレンス
（Flagship Conference）は、IEEE Global Communications Conference (GLOBECOM)と









伝統があるトランザクションは①IEEE Transactions on Communications誌である。このト





on Wireless Communications 誌と、マルチメディアに関する③IEEE Transactions on 
Multimedia 誌である。図表 17 に示したように通信ソサエティ関連のトランザクションへの
米国文献数は一貫して増加傾向であることから、この２つのトランザクションの伸びが、①





















図表 26 通信ソサエティの２つの主要なカンファレンスのプロシーディング 
 
カンファレンス① GLOBECOM: IEEE Global Communications Conference 
 

























































































































01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10（旧西ドイツ） 10.ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 
18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 





































































































































定期刊行物① IEEE Transactions on Communications 
 
 

















































































































































































































































































4.2.3  信号処理ソサエティ 
信号処理ソサエティは、非常に伝統があるソサエティのひとつであるが、2000 年代になっ
てコンピューターや通信関連の領域と関係しながら急速に発展しているソサエティである。
図表 28 に、主要カンファレンスとしては、International Conference on Acoustics, Speech, 
and Signal Processing (ICASSP)、トランザクションとしては、ソサエティのなかで最も歴

















図表 28 信号処理ソサエティの主要カンファレンスとトランザクション 
 
カンファレンス ICASSP: International Symposium on Acoustics, Speech, and Signal Processing 
 

























































































































02.中国 03.台湾 04.カナダ 
05.韓国 06.日本 07.イタリア 
08.英国 09.フランス 10（旧西ドイツ） 
10.ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 
13.オーストラリア 14.インド 15.オランダ 
16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 
19.ベルギー 20.スウェーデン 21.イスラエル 


























































































































































4.3  電気電子系領域の比較分析 
  
4.3.1  電子デバイス・回路関連の３つのソサエティにおける分析対象 
 
3 章で示したように、電子デバイス・回路関連のソサエティは、1980 年代から 2000 年ま

















図表 29 電子デバイス・回路関連のソサエティ・カンファレンス・定期刊行物 
 




International Electron Devices 
Meeting 
IEEE Transactions on Electron 
Devices 
固体回路 
Solid State Circuits 
ISSCC : 
IEEE International Solid-State 
Circuits Conference 
IEEE Journal of Solid-State Circuits 
回路とシステム 
Circiits and Systems 
ISCAS : 
IEEE International Symposium 
on Circuits and Systems 
IEEE Transactions on Circuits 
and Systems ※ 





図表 30 に、電子デバイスソサエティの主要カンファレンスである International Electron 















図表 31 に、集積回路の世界的なカンファレンスである IEEE International Solid－State 
Circuits Conference（ISSCC）と、このカンファレンスで発表された論文が多く掲載されて
いる IEEE Journal of Solid-State Circuits誌の国別文献数の推移について示す。 
特に ISSCCは、半導体の研究における国際的なロードマップ（ITRS；The International 






















図表 32 に、このソサエティの主要カンファレンスとして、IEEE International 
Symposium on Circuits and Systems（ISCAS）と、これに対応するトランザクションとし























ラダイムのなかで基礎原理を追及する ” More Moore ” の世界の領域では日本の研究が存在
感があるのに対し、製品・システム化して応用するなど新たな価値を創出していく” More 











図表 30 電子デバイスソサエティにおける比較 
 
カンファレンス IEDM:International Electron Devices Meeting 
 

































































































































01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10（旧西ドイツ） 10.ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 
18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 














































































































































図表 31 固体回路ソサエティにおける比較 
 
カンファレンス ISSCC:International Solid-State Circuits Conference 
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図表 32 回路とシステムソサエティにおける比較 
 
カンファレンス ISCAS:IEEE International Symposium on Circuits and Systems 
 































































































































01.米国 02.中国 03.台湾 
04.カナダ 05.韓国 06.日本 
07.イタリア 08.英国 09.フランス 
10（旧西ドイツ） 10.ドイツ 11.スペイン 
12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 
18.ブラジル 19.ベルギー 20.スウェーデン 
































































































































01.米国 02.中国 03.台湾 04.カナダ 05.韓国 
06.日本 07.イタリア 08.英国 09.フランス 10.ドイツ 
10.西ドイツ 11.スペイン 12.シンガポール 13.オーストラリア 14.インド 
15.オランダ 16.ギリシャ 17.スイス 18.ブラジル 19.ベルギー 
20.スウェーデン 21.イスラエル 22.フィンランド 23.トルコ 24.ポーランド 
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4.3.2  磁気学ソサエティ 
 
図表 33 に、磁気学ソサエティの主要カンファレンスとして IEEE International Magnetics 
Conference(INTERMAG)と、主要トランザクションとして IEEE Transactions on Magnetics
の推移を示す。 


















図表 33 磁気学ソサエティの推移 
 
カンファレンス INTERMAG:IEEE International Magnetics Conference 
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4.3.3  フォトニクスソサエティ 
 
 フォトニクス関連の領域では、レーザー・光学ソサエティ（旧 LEOS：IEEE Lasers and 
Electro-Optics Society）が改名し、現在はフォトニクス・ソサエティとなって存続している。 
図表 34 に、定期的なカンファレンスとしてAnnual Meeting of the IEEE Lasers and 























図表 34 フォトニクス（旧：レーザー・光学）ソサエティにおける比較 
カンファレンス LEOS:Annual Meeting of the IEEE Lasers and Electro-Optics Society 
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01.米国 02.中国 03.台湾 04.カナダ 
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文献数が多かった電子デバイス関連、磁気学、フォトニクスの 3 領域と 2000 年代に最も文献

















































































5.  まとめ －IEEE の活動に見る世界のトレンドと日本の特徴―  
 











5.1.1 IEEE の出版概況 







定期刊行物の出版物数は、約 30 年間で約 3 倍の 150 誌となり、掲載文献数も約 2 万件と約
4 倍に増加した。文献掲載国数も 1980 年代初頭の 50 ヶ国程度から一時的な増減を経て 100 ヵ
国近くに倍増した。定期刊行物でも、同様に中国の文献数が 2002 年以降に急激に伸び、2006
年に日本を抜き米国に次ぐ世界 2 位となった。米中２国にカナダ・台湾・英国・韓国・イタリ
アが世界のなかで 3 位集団を形成しつつある。日本は 2008 年現在で 6 位になり、既報の調査
資料※での予測が裏付けられた。 
 




プロシーディングでは、掲載文献数は 2008年に約 14万件と 1988年の 10倍以上に増加し、
掲載国数も一貫して増え、近年 140 カ国以上に及んでいる。香港の返還後の中国は、国内での
カンファレンス数の急増もあって文献数を急激に伸ばし 2008 年に約 4 万件と米国を抜いて世





5.1.2  IEEE のグローバル化 
（1）IEEEの国際展開と電気電子・情報通信研究の３極構造化 
 （a）IEEEは北米・欧州・東アジアの３極構造の国際学会に 
IEEE のカンファレンスには、2000 年代に入り 140 カ国・地域以上からの発表文献が出て
いる。現在の電気電子・情報通信関連の研究のネットワークは、ほとんど世界全体に広がり、
北米中心の学会から文字どおりの「世界の電気・電子学会」となった。定期刊行物文献数シェ





与えた国は、日本と中国である。IEEE のグローバルな展開は、1980 年代から 5～7 年周期で、
①米国とカナダだけの北米の学会から、②日本がシェアを 2 割近くまで急速に伸ばす状況を経
て、③欧州（英国・イタリア・ドイツ他）や台湾・韓国の研究の活発化によって国際化が進み、
さらに④中国の文献数が急速に伸びることでグローバルな 3 極構造へと変化してきた。 
 

























































② エレクトロニクス全盛の時代：冷戦終結後 1980年代後半から 1990年代初頭には、磁気
学や電子デバイスなど電気電子関連のソサエティの文献数が伸び最も多くなった。なお、
この時期に IEEE における日本のシェアは最大 2 割近くまで伸びた。 











































※ 参考文献［2］ 科学技術政策研究所 調査資料No.176 
IEEE 定期刊行物における電気電子・情報通信分野の領域別動向  













5.2.1  日本の電気電子・情報通信研究領域別の特徴 
（1）日本が一貫して強い磁気学等の電気系の領域 
日本の IEEE 領域別文献数のバランスは 1990 年代から変化が尐ない。日本の強みは一貫し





















































図表 35 定期刊行物とプロシーディングの文献数推移 
―日本と世界のトレンド比較ー 
定期刊行物文献数 プロシーディング文献数 




































































































































































































































































































































































































































世 界    日 本 世 界     日 本 









本の定期刊行物文献数では、1992 年は企業が 2/3 を出していたものが、2007 年には大学から





































































































































7. 参考資料Ⅰ 分析データとその作成方法 
 
7.1  分析データの作成 
 
図表 38 には、IEEE が出版している出版物(Publications)の種類と、本調査の範囲とデー
タについて一覧で示している。 
IEEE の出版物には、論文誌や学術雑誌などの①定期刊行物（Periodicals： Journals & 
Magazines）、②カンファレンスのプロシーディング（Conference Proceedings）、③規格
（Standards）、④その他書籍等（すなわち、書籍、技術サーベイ、教育コース）がある。こ
れら IEEE の出版物の多くは、紙媒体及び電子的に IEEE のウェブベースのデータベースであ
る IEEE Xplore により、一部は無償で閲覧・検索などが可能になっている。 
本調査の分析対象は、IEEE が出版した国際的に行われる学会・シンポジウム等のカンファ
レンスにおけるプロシーディング（Conference Proceedings）と定期刊行物（Periodicals）へ
の掲載文献である。IEEE の出版物は、今回の分析対象の 2 種類の出版物以外には、世界の技
術標準に大きな影響力がある IEEE 規格、書籍・トレーニングコースなどもあるが、下記に示
す 2 種類の文献でデータ件数の 9 割以上を占める。 
 


































※ IEEE Xplore の採録データ数は、2009 年 3月現在の IEEE 関連の文献を示す。 
（図表１及び既報告の科学技術政策研究所 調査資料 169 (参考文献［1 ］)より作成） 
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■“Inspec ® ”の概要 
Inspec とは、IET（Institution of Engineering and Technology；旧 IEE：英国電
気学会）が提供する物理学、電気・電子工学、コンピューター、コンピューター
制御、情報工学分野における世界を代表する文献についての索引データベースの
ひとつで、1,200 万件以上の書誌情報が収録され、毎週更新され続け毎年 40 万件




としても 100 年以上昔から提供されてきた。 
 
【冊子体】Physics Abstracts, 
Electrical & Electronics Abstracts 




7.2  IEEE の学会活動と文献データの関係 
 
本調査のデータが示している IEEE に関連する学会活動・学術出版活動の関係を模式図にま







術的活動には、大きく 10 の部（デビジョン：Division）に分けられ、専門領域別の 38 のソサ
エティや複数の学会が幅広い課題に共同で対応するテクニカル・カウンシル（Technical 







































































































7.3  分析データの作成方法・集計 
 
IEEE の文献データベースである IEEE Xplore を分析対象に、その特性に着目し、下記に
示す手順でデータ作成作業を行った。 
 








このため、分析データの作成は、最初に Inspec から IEEE が発行者（Publisher）となっ
ている 150 万件以上の文献データを抽出し、これを IEEE のデータベース IEEE Xplore で
用いられているカテゴリー・属性に従いデータを分類・整理するという手順で作成した。 
 

























（Online Public Access Catalog）用のデータと抽出したデータを比較検討した。また、（b）
文献データについては、2010 年 3 月に Inspec から抽出した文献データを、2010 年 3 月末















Inspec 抽出データと IEEE の
OPAC用データとの対照 









































































ス IEEE Xplore と Inspec の持つデータの特性と関係に起因するものである。 
 






 Inspec では、索引データが完成しデータベースに反映されるまでに概ね 2 年程度のタ
イムラグがあるといわれている。このため、至近の索引データになるほど、欠けてしまう傾向
がある。今回のデータのダウンロードは、2010 年 3 月現在であったため、特に 2008 年など
直近の年のデータが網羅し切れていない可能性がある。 
 






























ては、図表 41 に示すとおりである。 
 
図表 41 ソサエティ別対照表（カンファレンス・トランザクション等） 
 
No. Society ソサエティ
1 IEEE Aerospace and Electronic Systems Society （航空宇宙電子システムソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Aerospace Conference IEEE Transactions on Aerospace and Electronic Systems
 National Aerospace & Electronics Conference (NAECON)
2 IEEE Antennas and Propagation Society （アンテナ・伝播ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Symposium on Antennas and  Propagation IEEE Transactions on Antennas and Propagation
3 IEEE Broadcast Technology Society （放送技術ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Broadcast Symposium IEEE Transactions on Broadcasting
IEEE International Symposium on Broadband Multimedia Systems and Broadcasting (BMSB)
4 IEEE Circuits and Systems Society （回路とシステムソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Symposium on Circuits and Systems (ISCAS) IEEE Transactions on Circuits and Systems
5 IEEE Communications Society （通信ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Global Communications Conference IEEE Transactions on Communications
IEEE International Conference on Communications IEEE Transactions on Multimedia
IEEE International Conference on Communications IEEE Transactions on Wireless Communications
6 IEEE Components, Packaging, and Manufacturing Technology Society （コンポーネント・パッケージング・製造技術ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Electronic Components and Technology Conference (ECTC) IEEE Transactions on Components, Packaging, and Manufacturing Technology, Part A
Electronics Packaging Technology Conference (EPTC) IEEE Transactions on Components, Packaging and Manufacturing Technology, Part B: Advanced Packaging
Electronic System-Integration Technology Conference (ESTC) IEEE Transactions on Components, Packaging and Manufacturing Technology, Part C
7 IEEE Computational Intelligence Society （計算機知能ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Conference on Fuzzy Systems (FUZZ-IEEE) IEEE Transactions on Fuzzy Systems
IEEE Congress on Evolutionary Computation (CEC) IEEE Transactions on Evolutionary Computation
International Joint Conference on Neural Networks (IJCNN) IEEE Transactions on Neural Networks
IEEE World Congress on Computational Intelligence (WCCI)
8 IEEE Computer Society （コンピューターソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Symposium on Foundations of Computer Science (FOCS) IEEE Transactions on Computers
International Conference on Data Engineering (ICDE) IEEE Transactions on Knowledge and Data Engineering
International Conference on Software Engineering(ISCE) IEEE Transactions on Software Engineering
Annual Computer Software and Applications Conference (COMPSAC)
Computer Vision and Pattern Recognition(CVPR) IEEE Transactions on Pattern Analysis and Machine Intelligence
 International Conference on Parralel and Distributes Systems (ICPADS) IEEE Transactions on Parallel and Distributed Systems





9 IEEE Consumer Electronics Society （家電ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Conference on Consumer Electronics (ICCE)
10 IEEE Control Systems Society （制御システムソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Conference on Decision and Control
11 IEEE Dielectrics and Electrical Insulation Society （誘電体・絶縁ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
 International Power Modulator & High Voltage Conference (IPMC) IEEE Transactions on Dielectrics and Electrical Insulation
International Conf on Dielectric Liquids (ICDL)
Electrical Insulation Conference (EIC)
Workshop on Accelerated Stress Testing & Reliability (ASTR CFP)
12 IEEE Education Society （工学教育ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Global Engineering Education Conference (EDUCON)
13 IEEE Electron Devices Society （電子デバイスソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Electron Devices Meeting (IEDM) IEEE Transactions on Electron Devices
14 IEEE Electromagnetic Compatibility Society （電磁環境適合性（EMC）ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE EMC Symposium IEEE Transactions on Electromagnetic Compatibility
15 IEEE Engineering in Medicine and Biology Society （医療・生物工学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Annual International Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC ) IEEE Transactions on Biomedical Engineering
16 IEEE Geoscience and Remote Sensing Society （地球科学。リモートセンシングソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Geoscience and Remote Sensing Society Symposium (IGRASS) IEEE Transactions on Geoscience and Remote Sensing
17 IEEE Industrial Electronics Society （産業電子ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Annual Conference of the IEEE Industrial Electronics Society (IECON) IEEE Transactions on Industrial Electronics
International Conference on Emerging Technologies and Factory Automation (EFTA)
International Symposium on Industrial Electronics (ISIE)
IEEE International Conference on Industrial Technology (ICIT)
IEEE International Conference on Industrial Informatics (INDIN)
18 IEEE Industry Applications Society （工業利用ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Industry Application Society Annual Meeting IEEE Transactions on Industry Applications
19 IEEE Information Theory Society （情報理論ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Symposium on Information Theory IEEE Transactions on Information Theory
20 IEEE Instrumentation and Measurement Society （計装・測定ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Instrumentation and Measurement Technology Conference (I2MTC) IEEE Transactions on Instrumentation and Measurement Society
International Automativ Testing Conference (AUTOTESTCON)
21 IEEE Intelligent Transportation Systems Society （高度交通システム（ITS)ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Conference on Intelligent Transportation Systems (ITSC) IEEE Transactions on Intelligent Transportation Systems Society
Intelligent Transportation Systems
22 IEEE Magnetics Society （磁気学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE International Magnetics Conrference (Intermag) IEEE Transactions on Magnetics
23 IEEE Microwave Theory and Techniques Society （マイクロ波理論技術ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Microwave Symposium IEEE Transactions on Microwave Theory and Techniques
24 IEEE Nuclear and Plasma Sciences Society （核・プラズマソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Particle Accelerator Conference (PAC) IEEE Transactions on Nuclear Science
International Pulsed Power Conference IEEE Transactions on Plasma Science
IEEE International Conference on Plasma Science (ICOPS)
Symposium on Fusion Engineering (SOFE)
The Nuclear and Space Radiation Effects Conference
Nuclear Science Symposium and Medical Imaging Conference
25 IEEE Oceanic Engineering Society （海洋工学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
OCEANS Conference IEEE Journal of Ocean Engineering
26 IEEE Photonics Society （フォトニクスソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Annual Meeting of the IEEE Photonics Society Journal of Lightwave Technology























27 IEEE Power Electronics Society （高電圧工学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Power Electronics Specialists Conference IEEE Transactions on Power Electronics
28 IEEE Power and Energy Society （電力エネルギーソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Power Systems Conference & Exhibition (PSCE) IEEE Transactions on Power Systems
PES General Meeting IEEE Transactions on Power Delivery
29 IEEE Product Safety Engineering Society （製品安全性工学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
IEEE Symposium on Product Compliance Engineering (ISPCE).
30 IEEE Professional Communications Society （専門コミュニケーションソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
 International Professional Communication Conference (IPCC) IEEE Transactions on Professional Communications
31 IEEE Reliability Society （信頼性ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
Annual Reliability and Maintainability Symposium (RAMS) IEEE Transactions on Reliability
32 IEEE Robotics and Automation Society （ロボット工学ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Conference on Robotics and Automation (ICRA) IEEE Transactions on Robotics and Automation
33 IEEE Signal Processing Society （信号処理ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Conference on Acoustics, Speech, and Signal Processing (ICASSP) IEEE Transactions on Signal Processing
IEEE Society on Social Implications of Technology （技術の社会的影響ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Symposium on Technology and Society (ISTAS) IEEE Technology and Society Magazine
34 IEEE Solid-State Circuits Society （固体回路ソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
International Solid-State Circuits Conference (ISSCC) IEEE Journal of Solid-State Circuits
35 IEEE Systems, Man, and Cybernetics Society （サイバネティックスソサエティ）
カンファレンス トランザクショ ン等
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